
項　目 内　容
名称 ウメ (梅)　[英]Japanese apricot　[学名]Prunus mume Sieb.et Zucc.、

Armeniaca mume Sieb.

概要 ウメは、古代中国より渡来したバラ科の実で、日本では漢方として、また民間薬と
して利用されてきた。中国では紀元前200年より、ウメを燻製にしたものを烏梅 (ウ
バイ) と呼び、中国の伝統療法として用いている。

法規・制度 ■食薬区分
・果肉、未成熟の実：「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない
成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・リンゴ酸やクエン酸、コハク酸などの有機酸が含まれる。未成熟のうちに落果し
たものにはかなりの量の青酸配糖体アミグダリン (amygdalin) が含まれる。種子の
中の仁にもアミグダリンを含む。その他、シトステロール (sitosterol) 、オレアノ
ール酸 (oleanolic acid) 、セリルアルコール (ceryl alchole) など。
・梅の未熟果 (青梅) の果肉や成熟果の種核には青酸配糖体であるアミグダリンを含
む。(財) 日本健康・栄養食品協会 (JHFA) 規格には安全基準としてシアン化合物
(HCNとして) が不検出であることが要求されている。アミグダリンは青梅に含まれ
る酵素エムルシンによりグルコース、シアン化水素、ベンズアルデヒドに分解さ
れ、ベンズアルデヒドは酸化して安息香酸を生ずる。

分析法 ・HPLCを用いたシアン配糖体・ベンズアルデヒト・安息香酸の同時定量法が報告さ
れている (101) (102) 。
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循環器・
呼吸器

調べた文献の中に見当たらない。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた文献の中に見当たらない。
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